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　私の鞄の中には　一枚の「ねこちゃんの絵」が　大切に
しのばせてある「学童保育」で知り合ったお嬢さんに　い
ただいた宝物なのだ

　小学低学年のその子どもさんは　「広汎性発達障害」と
診断されている あきらかに落ち着かなくて　いつもバタ
バタと走っている　初めてお会いした日も　そうだった　
見方によっては　周囲から問題視されがちな存在である
 
　そんなお嬢さんが　私に「ケンジさん　描いてあげるね」と言いながら　普段は　じっとしてい
ないのに　珍しく椅子に座って描いてくれたのだ

　「ありがとう」「でも　壁に貼ってもらえばいいのに⋯」と　応えると「いい　いい　あげる　あ
げるよ」と　早口に言いながら　嬉しそうに微笑んだ　私は「ありがとう」と受け取った　すると「い
い　いい　へへっ」と　照れていた　周りでみんなが拍手した　私も笑顔で応えた　嬉しかった

　時に　少々乱暴でも　落ち着かなくても　支援する大人が　それを呑み込んでいるから　こんな
穏やかで　安心しきったねこちゃんが　存在するのだ
 
　周囲の子どもたちは　お嬢さんと支援者のかかわりを　お手本モデルにしている　そして　お嬢
さんの特技「キャッチボール　独楽回し　絵画　その他」について　その実力を認めている　一目
置いている
　
　障害の有無にかかわらず　誰しも万能ではない　日常生活では　好きなことばかりではなく　我
慢も必要とされるだろう　
　だからこそ　誰でもが　「一日に一回は　主役になりたいよね」　それが叶えば…　だから　みん
なにとってその場が　心地良いのだと思う
　お嬢さんを始め　幼きその時どきの主役たち　支援のみなさん　素敵な「ねこちゃん」を　あり
がとう
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穏やかな　「ねこちゃん」をありがとう
愛知県障害者スポーツ指導者協議会

顧問　森長 研治
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　日ごろから、さまざまな大会や地域活動にご協力いただいている指導員の皆さま、また、本協議
会の活動にご理解ご支援いただいております関係者の皆さまには、この紙面をお借りいたしまして
心よりお礼申し上げます。
　さて、2020 年の東京パラリンピックの開催決定や、今年 9月に開催されるリオパラリンピック
に向けての話題など、障害者スポーツの分野にも大きな流れが出てきたように思います。障害者ス
ポーツのますますの発展が目に見えるようです。さらに、本年 4月から「障害者差別解消法」が
施行されることも、地域における障害者スポーツ活動推進の後押しになるのではないでしょうか。
愛知県では、平成 27年度に、障害のある方の自立や社会参加の促進を目指した事業として「障害
者スポーツの体験・ふれあい交流 2015」が開催されました。事業には、講師や協力者として、協
議会からも多くの指導員の方に参加していただきました。こうした障害者スポーツの機運を盛り上
げていくような機会は、これからも増えていくことと思います。指導員の活動の機会も同様に増え
ていくものと思われ、今後、指導員の活躍がますます期待されることでしょう。
　県大会や全国大会のような大きな規模ではけっしてありませんが、障害者スポーツに関する地域
活動の推進については、私たち指導員にとっても大変重要な役割があると思います。
　先日、刈谷市で開催されました「スポ・レク大作戦」は、協議会のメンバーが企画・立案した地
域の障害者の方たちとの交流イベントで、今回で 6回目となりました。今では、地元の社会福祉
協議会の協力も得ながら、ボランティアとして地元の中学生や高校生がたくさん参加してくれ、イ
ベントを盛り上げてくれるようになりました。独自のネーミングとともに、地域活動の一つとして
定着してきたように思います。いつまで続けられるかなど考えもせず、障害者の方と指導員が一緒
になって楽しめる機会を模索して 10年前に始めた企画が、年々磨きがかけられ、着実に地域に根
付いてきたことを実感しています。
　一方で、まだまだスポーツにあまり触れる機会のない多くの障害者の方がいることも事実です。
まずは、簡単なスポーツやレクリエーションを通じて、体を動かすことの楽しさや喜びを体感して
もらえるような機会を広げる努力が必要だと思います。障害者スポーツへの理解が進み、多くの方
が社会参加できるようになれば、その先には、全国大会や世界大会へ挑戦したいという人も出てく
るかも知れません。協議会としても、裾野を広げるような活動を積極的に推進したいと思います。
　地域の方々を支援し、障害者の方々と一緒になって楽しめる機会を増やしていけるようになるた
めにも、引き続き多くの指導員の皆さんにご支援ご協力をお願いいたしまして、発刊のあいさつと
させていただきます。

会長あいさつ

第 16号発刊にあたって
愛知県障害者スポーツ指導者協議会

会 長　古田　　学

　「障害者スポーツ」は新たな時代の黎明を迎えようとしています。テレビ、ラジオの番組や CM
をはじめ、新聞、雑誌の記事などで、東京オリンピックと並び、東京バラリンピックの候補選手の
活躍を伝える情報に接する機会も増し、日毎にその兆しを感じます。オリンピックだけに華々しい
スポットライトが当たる時代から、同時にパラリンピックにも注目が集まる時代の到来は、障害者
スポーツ関係者にとって大きな希望であり、励みでもあります。
　しかし、その一方で、「障害者の社会参加のための障害者スポーツ」に、長年にわたり真摯に取
り組んできた関係者からは、2020 年に向けたメディアやコマーシャリズムの急激な高揚ぶりを見
るたび、宴の後に、障害者スポーツに直向に打ち込む仲間を「時代」に置き去りにしてきた過去を
想起させると、反省を込めた戒めの弁をうかがうことも少なくはありません。
　新たな時代の暁光を背景に、県社協福祉生きがいセンターでは平成 27年度から競技の第一線で
活躍するパラリンピアや指導者の方々のご協力を得て、2020 年の東京パラリンピックに向けた障
害者スポーツの裾野の拡大や新たなアスリート発掘を目指し、体験参加型の障害スポーツイベント
である『障害者スポーツ体験・ふれあい交流 2015』を県委託事業（「愛知県障害者スポーツ参加
促進事業」）としてスタートさせました。11月 22 日（日）から２月 14日（日）の期間中に、陸
上競技、ボッチャ、車いすダンス、車椅子バスケットボール、フライングディスクの５競技を、中
京大学や特別支援学校をはじめ多数の関係機関やボランティアのご協力を得て、毎回、講演会と参
加体験プログラムを中心に事業実施をし、全体では 700 名余の方にご参加いただきました。
　パラリンピアンなどのパフォーマンスや競技体験の楽しさに、煌くような笑顔を見せてくれる障
害者の皆さんや、鋭い競技者の眼差しから障害を抱える仲間への柔らかな眼差しに変わる瞬間のア
スリートの表情に、逆に励まされ、勇気をいただくばかりのイベントとなりました。
　そして、何よりも、表舞台での感動や溢れる笑顔を支える愛知県障害者スポーツ指導者協議会の
皆さんには、毎回、多数ご参加をいただき、早朝の準備から競技サポート、声援などで、「障害者
の社会参加のための障害者スポーツ」の原点を大切にする思いや行動を、色々な形で見せていただ
きました。
　皆さんには感謝伝える相応しいことばも得ません。障害者スポーツの新たな時代を拓く取り組み
に、皆さんとともに関わることができた歓びを『かける』に記し、感謝の言葉に代えさせてください。

福祉生きがいセンター所長あいさつ

第 16号発刊にあたって
社会福祉法人　愛知県社会福祉協議会

福祉生きがいセンター
所 長　沢田　直人
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　障がい者スポーツとの出会いは、1994 年「わかしゃち国体」の陸上競技審判員と同時に開催
の「ゆめぴっくあいち」の陸上競技審判員を務める関係での案内が 1992 年にあり、1993 年に日
本障害者スポーツ協会公認初級スポーツ指導員を取りました。愛知教育大学の非常勤講師として
1994 年には愛知県代表選手陸上競技強化訓練会特別コーチとして参加させて頂き、1995 年の福
島、1997 年の大阪には愛知県選手団陸上競技コーチとして同行、その 1997 年の「ゆうあいピッ
ク愛知・名古屋大会」では名古屋市の選手強化に少しだけ関わらせて頂きました。また 1996 年に
上級（現在の中級）スポーツ指導員を戸山サンライズにて取得しました。
　この数年間の経験は非常に私の人生に影響を与えました。向学心に燃えた私は1999年に上級（以
前は特別上級）スポーツ指導員を取得しました。もともと社会体育の分野でフィットネス教室講師
等の仕事をさせて頂いていた私は、日本レクリエーション協会公認のレクリエーション・コーディ
ネーターと福祉レクリエーション・ワーカーという資格を取得する中での学びと合わせて、人生の
転機ともいえる江戸川大学総合福祉専門学校専任教員という職を得たのでした。それで今度は資格
取得を支援する側に回ることとなりました。学校に無理を言い、スポーツ用車いすを 10台買い揃
えてもらい、「障害者スポーツ指導法」という演習の授業をカリキュラムに組み込みました。そし
て 7年間で多数の初級指導員を養成できたと思います。
　10年前に関東からの出戻りで岡崎女子短期大学人間福祉学科に赴任し介護福祉士養成の学科に
も初級指導員養成を導入し 2年後から 5年間の卒業生に取得させました。大変残念なことに今そ
の学科は残っておらず、短大幼児教育学科に 2年と岡崎女子大学子ども教育学部子ども教育学科
に 2年在籍のここ 4年間は、資格のためではなく純粋にボランティアとして愛知県障がい者スポー
ツ大会への参加を学生に促してきました。それでも多数の学生がボランティアスタッフとして協力
してくれ、また良い学びとなってくれているようです。さらに、全スポの愛知県選手団役員として、
2006 年兵庫から 2015 年和歌山の大会まで 10年連続参加させて頂き有難い限りです。
　今後も「成せば成る」「継続は力なり」の精神で、皆様の温かいご指導に恵まれながら活動に精
進していきたいと思います。できることなら本務校を指導員資格取得の認定校にしたいと思います。
また資格を取得しようとする学生とともにボランティア役員をすることから一歩進んで、資格を取
得した卒業生が我々の仲間入りを果たしてくれることを切に願っております。スポーツ庁が発足し
ましたが、2020 年東京五輪・パラリンピックが日本選手の活躍によって盛り上がるために不可欠
なスポーツ行政の充実はもとより、選手強化のみならず、障がいのあるなしに関わらず共に楽しむ
スポーツ・レクリエーションの新たな可能性を押し広げていく司令塔としてのこれからのスポーツ
行政にも期待しています。

私の活動 障害者スポーツとの
出会い・付き合い

障がい者スポーツ指導員（上級） 障害者スポーツ指導員
小野　隆 佐藤　元夫

　学校卒業後すぐに、日本でも１、２を争う硬い会社に就職し、平平凡凡な日々を過ごしていました。
が、平成６年・愛知県に於いて、国民体育大会が開催されると同時に、全国障害者スポーツ大会が
本体の閉会から 2、3週間後に開催されました。
　事前に、その大会に出場する選手団の合同強化合宿が８月の暑い炎天下の元、名古屋瑞穂競技場
で実施されるのを見学することができました。その場面に於いて、強烈な印象に残ることがおこり
ました。
　他の多くの選手が休憩をとっているのに、一人の選手が黙々と走っていました。私は御節介とは
思いながらも、老婆心で、「休憩をしたら」と声を掛けると、「自分の納得する記録が延びていない
から、納得するまで休憩しない」という返事が返ってきました。
　私は中学生の時より、運動馬鹿と言われるぐらいに、スポーツを続けていますが、練習は行って
いましたが、暑い、疲れたと言って休憩して納得するまで頑張って練習をしただろうか？　その選
手の方が身体にハンディがあることを知り、二重に驚き、自分自身の心の弱さに反省させられまし
た。又、この大会で、障害者スポーツ協会の存在を知りました。
　福祉のことに関して無知・無関心に過ごしてきた私でしたが、この大会以後、福祉に関心を持ち、
知識等を専門の人に尋ねたりして、勉強をしはじめました。
　愛知県大会終了後、2、３カ月後に、［障害者スポーツ指導者講習会］が開講されるのを、新聞
紙面上にて知り、都合良く、会社も休暇を取ることができ、４日間の講習を受講、修了証を交付し
ていただきました。
　その後、県障害者スポーツ指導者協議会が計画する行事に参加し、競技会に出場する選手の笑顔・
頑張り等に、私の体に眠っていた＜負けず嫌い＞の気持ちが目を覚ましたのか？　トレーニング・
ジムに通い始め体力筋力増強に励んで、毎年開催される協議会の行事に参加しています。又、行事
に参加した役員の方にニュースポーツ協会の立上げ話を持ちかけられ協力させていただきました。
　資格を修得し、20年近くが過ぎ、体力の衰えは否めませんが、まだまだ皆様の笑顔に会えるの
が楽しくてなりません、一緒に頑張り仲間として認めて頂けるように努力し、私の目標である＜一
生現役＞を目指して、毎年開催される競技会に参加、皆さんの笑顔に触れたい気持ちが一杯です。
ジム通いを続けて頑張るぞ……。
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地域における障がい者
スポーツの現状と課題

私にできること

障がい者スポーツコーチ
日本障害者フライングディスク連盟公認一級指導者

障害者スポーツ指導員
島　智一 野口　真裕美

　私が、障がい者スポーツとの関わりをもって 30年超。現役選手生活を離れて 20年、みんなの
スポーツ・生涯スポーツの時代推進が叫ばれ、障害のある人も障害のない人と同様に、誰もが生涯 
にわたり、それぞれの興味、関心、年齢、体力等に応じてスポーツに親しむことが望まれるなか、
一般的には、福祉の観点からの機能回復「リハビリテーション」等の手段としての役割が主であっ
たと考えられる。
　しかしながら、各種の障害者施策や障害のある人に対する社会の理解の進展に伴い、各自の障害
の種類・程度や体力等に合わせてスポーツ「レクリエーション」に親しんだり、競技力及び記録の
向上を目指した取り組みなど多様化しつつあり、これらのスポーツニーズにも適切に対応していく
ことが必要であると認知され、関係機関との協力、行事の実施及び奨励、指導者「支援者」の育成、
施設の利用、事故防止等含め地域に根ざした、より身近な市町村の福祉計画に盛り込まれ生涯を通
じて気楽に参加できて、地域交流を深めることを目的として「誰でも」「いつでも」「好きなレベルで」
「世代を超えて」「いろんなスポーツを」みんなで創る ! みんなで楽しむ ! 地域住民主導型「総合型
地域スポーツクラブ」が各地域において 3年程前から発足設立し活動されるなか、さまざまな問
題も多々あるようで、人・金・物　ハード／ソフト両面でのベリアフリー化、情報提供不足、少子
高齢化による人材不足時代の流れ・環境変化に伴い永遠に続く最大の課題に今後どのように取り組
んでいくべきでしょうか。
　諸先輩方を含め今後も皆様方のご指導ご鞭接陸のもとに微力ながら、お手伝いができればと思っ
ております。

　視覚障害当事者として何かできることはないかという思いから、スポーツ指導員として活動を始
め 18年。
　この間、私にできたことはほんのわずかですが、協議会の活動を通して私にでもできることを見
つけられたことは嬉しく、また大会やイベントを行う際、どう組み立てられているのか、スタッフ
がどんな動きをしているのかなど企画・運営について知ることができるなど学びの場ともなってい
ます。

　私には、指導員の活動以外に 20年続けていることがあります。
　それは、地元社会福祉協議会からの依頼で小中学校の福祉実践教室で、年間 20校ほど「点字」「ガ
イドヘルプ」の講師として活動させてもらっています。
　「点字」では、仕組みやルールなどを説明した後、一覧表を見ながら読んだり書いたりしてもらっ
ています。
　「ガイドヘルプ」では、移動の手段にはどんな方法があるか、ガイドの仕方などを説明した後、
ペアを作り、校内のコースをアイマスクをして見えない役とガイド役の両方の体験をしてもらい歩
いてもらいます。
　時には、体育館で対象学年全員の前で視覚障害のことについてお話させてもらうこともあったり、
子供たちと一緒に給食を食べたりすることもあります。
　私にとって点字は常用文字であり、単独で白杖を使って移動しているなど普段当たり前のように
行っていることですが、他人に伝えるということの難しさを知りました。
　講師としてまだまだ不十分ですが、当事者の私が話すことで少しでも役に立つのであれば、可能
な限り続けていきたいと思います。
　福祉実践教室がきっかけで、最近では地元のボランティア養成講習会の「ガイドヘルプ」の講師
もさせてもらっています。

　日頃多くの方の支えがあり生活できている私。でき
ることはほんのわずかですが、障害当事者だからこそ
話せることもあります。指導者協議会の活動、福祉実
践教室での講師など、誰の為でもない、自分自身の成
長のために今後もできることをできる範囲で活動して
いきたいと思います。
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これから活動を
始められる皆さんへ

障害者スポーツと
関わって

障害者スポーツ指導員障害者スポーツ指導員
横井　真実松井　ゆかり

　障害者スポーツ指導員の資格を取って７年目になります。これまで県大会やスポーツイベントな
どいろんな事業に参加して、様々な種目を経験させてもらいました。わからないことは先輩の指導
員の方々に教えてもらいながら、楽しく活動しています。思うようにできずに、次はもっとこうし
ようと反省することも多いですが、参加者のみなさんやスタッフの方々と真剣に関わる中で、毎回
喜びや新しい発見があります。学ばせてもらいながら、少しでも成長したいと思っています。
 活動を続けていくと、普段の生活では出会えない、いろんな人とのつながりができます。最初は
指導者協議会から紹介された事業のみ参加していたのですが、その中で知り合った方たちが自主的
に行っておられるイベントにも参加させてもらうようになりました。また、自分の住んでいる地域
の近くで障害者スポーツ関係の行事があればボランティアとして参加したりと、活動の幅が少しづ
つ広がっていきました。
　そうした中、地元の社協の方と知り合ったのがきっかけで、３年前から地域の知的障害者福祉施
設で月 2回、一緒にボッチャをするようになりました。社協の方がその施設でボッチャを始めら
れてすでに 10年ほど経ち、利用者さんたちはルールも覚えて楽しく取り組まれています。県の大
会を目標にがんばっている方もいらっしゃいます。職員のみなさんも積極的で、フロアにボッチャ
コートのラインをテープで貼り、手作りランプも用意されました。私はお手伝いのような形で入ら
せてもらっていて、どうしたらみなさんがより楽しく活動できるか、毎回職員さんと相談しながら
やっています。ボッチャだけでなくレクリエーションやフライングディスクなども取り入れていま
す。ただ、当然ながら障害の程度はさまざまなので、一人ひとりにとっての目標をふまえつつ全員
がそれぞれ楽しめるための工夫は、これからも課題だと感じています。
　指導員の資格を取っても、なかなか活動する場がなく続かないという声を聞くことがあります。
私も初めは知り合いが誰もいなくて心細い時もありましたが、もたもたしている私に先輩の方々は
親切に接してくださいましたし、いろんな場に参加するうちに、尊敬できる人たちと出会うことが
できたので、その人たちについていく形で、こうして続けることができています。大変な部分や責
任の重い働きにプレッシャーを感じることは常ですが、その場にいる人みんなの、たくさんのがん
ばりと、笑顔と、優しさが力をくれます。より多くの仲間と、この貴重な経験を共有できたらうれ
しいです。
　指導員の方々は、お仕事や家庭などご自分の用事と、活動との両立が難しい中続けておられます。
私も興味のある事業であっても、都合でどうしても参加できない時があります。それでも、これか
らも自分にできることを、できる範囲でかかわらせてもらえたらと思っています。よろしくお願い
いたします。

　この会に入会したのはいつだったのだろうか？　と、あの紺色の小さな手帳を取り出してみた。
初級スポーツ指導員の資格認定は 11年 3月 8日交付のスタンプが押されていた。まるっと 17年
になる。「びっくりぽん！」である。そんな私から、これから活動を始められる皆さんに恥をさら
しつつ、今後活動を続けていただけるようにメッセージを送りたい。
　私がこの会に入ろうと思ったきっかけは、職場での職種が変わり、直接的に知的障害がある人た
ちと関わることになったことによる。福祉は勉強したことがなく、何から始めようかと思っていた
ところ、新聞の「初級障害者養成講座募集」の記事に目がとまり、応募した。随分高い倍率だった
そうだが、何かの縁があったのだ。
　講習会も終わり晴れて会員になり、その後の活動はとにかく参加してみようと思い、出かけられ
るところには全て行った。祖父江で行われた卓球教室での出来事もよく覚えている。道に迷い、携
帯電話で 5回ぐらい道をお聞きし、その都度ご丁寧に対応してくださった。着いた時には準備体
操が始まっていた。焦る私は当時小学生だった 2人の娘をロビーに残して急いで体育館に入った。
体操をしながらふと戸口を見ると、うちの娘が皆さんの輪に入れていただいているではないか。そ
の時、一人のおじさまから娘たちにラケットの使い方やラリーを教えていただいた。関係者でもな
い娘たちまで参加させていただいたことにびっくりし、娘たちにも楽しい思い出になっている。
　これらの話には後日談がある。中部東海ブロック研修会でのこと、あの時のおじさま達がネクタ
イをしめて前に立っておられた。それが、森長顧問と名誉会長の筒井さんである。このお 2人に
はその後もお世話になり、いただいたお言葉は大切に自分で持っている。
　その他にもいろいろな体験をさせていただいた。車いすテニス教室ではいきなり車いすに乗せら
れ、車いすのこぎかたも教わった。県大会では高跳び用のマットに飛んでみた。思いもよらない体
験は緊張したが楽しかったし、まずは自分がしてみないと支援はできないことも学んだ。
　具体的な貢献といえば、県大会の陸上・フライングディスクでは例年、受付と招集か誘導をさせ
ていただいている。私が勤務する施設からも多くの利用者が参加し、当日も嬉しそうに手を振って
くれる。また、研究委員として初級講習会では、試作ながら私たちの活動紹介 DVDをお披露目さ
せていただいた。
　これから活動を始められる皆さんは、参加できるところから、気軽に始められると良いと思う。
私も最初から障害がある方たちと物おじせずに接することができたわけではないし、以前よりは障
害に対する理解も深まったと思う。また、活動は細々とでも続けられている。毎年少しずつ学んで
いけばいいので、「できるところから」。これも森長顧問にいただいた言葉である。
障害者スポーツ技術の専門性をもっと高めようと思われる方は、各団体に入られると良いと思う。
　最後になりますが、この場をお借りして会の皆さんいつもありがとうございます。そしてこれか
らもよろしくお願いいたします。
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障害者スポーツに
思うこと

障害者スポーツ指導員
米津　毅夫

平成27年度の活動から
　私が始めて全国障害者スポーツ大会を知ったのは「第８回チャレンジ！おおいた大会」だった。
手話通訳の仕事として、内容も分からぬまま、でも障害者の大会だからスケジュールもゆったりし
ているだろうからと、５泊６日の観光旅行に行くくらいの軽い気持ちで参加。しかし、到着して２
日目からは朝４時に起床、一日のスケジュールが全て終わり床につくのが夜中の 12時過ぎと言う
ハードな日程が最終日まで続き、ベテランのコーチ陣の忙しく動き回っているのを見て、自分がど
うすれば良いのか分からず、周りに気を使って、ただうろうろするばかり。心身ともに疲れ切った
体を引きずるように帰宅した事を今でも鮮明に覚えている。
　それと、あとで知ったことだが、1965 年の「秋季国体」後に「第１回全国身体障害者スポーツ大会」
が開かれ、2000 年の第 36回大会まで各県持ち回りで開催。
　2001 年には、1992 年から 2000 年まで「ゆうあいピック」の愛称で開催された「全国知的障
害者スポーツ大会」を統合し、「第１回全国障害者スポーツ大会」が開催された。そして、第８回
の大分大会から、精神障害者バレーボールが正式種目となり、身体、知的、精神の３障害が参加す
る全国最大の総合スポーツ大会となった記念すべき大会に参加したという事も、忘れられない理由
の一つだ。
　この大会に参加する以前の私は、「全国障害者スポーツ大会」や「パラリンピック」が有ること
を知らなかった。いや、知らなかったと言うより、興味が無かったので、知ろうとしなかったのか
もしれない。しかし私みたいな人間は、けっして少数派ではないと思う。
　「オリンピック」は開催前、開催期間中とも、連日多くの時間を使ってテレビ中継され、殆どの
新聞がかなりの紙面を割いて報道するため、多くの人達が知る事となり認知度は非常に高い。それ
に比べて「パラリンピック」は日本選手の入賞場面くらいしか報道されないため、認知度はかなり
低い。最近では「オリンピック」の日本開催誘致活動の時に、パラリンピック選手のプレゼンテー
ション場面が少し報道されたくらいで、誘致決定後はパラリンピックの事や選手の選考、強化など
に関する情報は殆ど無いに等しい。
　また、国体は開催期間中、選手の活躍が毎日、スポーツ番組等で紹介され他のメディアへの露出
度も高い。しかし、引き続き開催される「全国障害者スポーツ大会」はどうだろうか。開催の模様
が僅かな時間を使ってニュース番組で取り上げられる程度で、競技内容についての報道は皆無に等
しい。だから、世間的には殆ど話題にもならない。これは障害者福祉施策の一環として、リハビリ
の成果を示すことを主眼に開催されてきた障害者スポーツの考え方が残っていて、時間をとってオ
リンピック並み、国体並みに報道するにはコマーシャル性に乏しいと言う事なのだろうか。もし、
そうだとしたらなんとも寂しいかぎりだ。
　願わくば、国を挙げて障害者スポーツを国民的行事として盛り上げ、障害者スポーツ先進国のモ
デル国として世界に発信できる日本になってもらいたいと思う。

愛知県障害者スポーツ指導者協議会



16 17

平
成
27
年
度
の
活
動
か
ら

平
成
27
年
度
の
活
動
か
ら

　平成 27年 10 月 24 日（土）から 10月 26 日（月）までの 3日間、和歌山県において “ 躍動と
歓喜、そして絆 ”をスローガンに、第 15回全国障害者スポーツ大会（愛称「紀の国わかやま大会」）
が開催されました。
　愛知県からは、10月 22 日（木）から 10月 27 日（火）まで、163 名の選手団（選手 107 名、
役員 56名）が派遣されました。個人競技、団体競技合わせて、金メダル 18個、銀メダル 16個、
銅メダル 18個と大健闘するとともに、全国から集った仲間たちと交流を深めました。

　初めて全国大会に愛知県代表選手として出場しまし
た。10 月 24 日、素晴らしい開会式に参加し、終了
後にフライングディクスの競技場へ移動してアキュラ
シー競技に出場。練習時とは全く違う雰囲気で、体は
緊張でコチコチになっていました。結果は8位でした。
　10 月 25 日大会 2日目のディスタンス競技は私は
休みで、みんなの応援をしました。
　10 月 26 日、最終日の午前中は私 1人が出場する
ディスタンス競技がありました。昨日終わった愛知県
選手団、名古屋市選手団、わざわざ愛知県から来てく
れた人たち等、大勢の声援を受けて競技に挑みました
が、やはり緊張のためか期待に添えなく、距離が伸び
ず 6位でした。
　全ての競技を終えて緊張から解き放たれ、閉会式を
楽しみました。この大会の６日間、愛知県役員の皆さ
ん、選手の皆さん、和歌山県の実施本部員、ボランティ
アの皆さんの支えによって、大きな喜びと感動を得た
ことに感謝します。

　7月4日愛知県選手団第 1回説明会当日。スタッフ自己紹介の時
です。監督さんから「続いて、長崎大会でボランティアの学生さんと
意気投合していたチーフコーチの伊奈さんお願いします」と紹介され、
選手団の前に立ちました。10人の選手と家族の方々の前で、「皆さん、
こんにちは、私がいーな、いーなのチーフコーチの伊奈です。下の名前は皆さんがよーしってる佳輝
です」と自己紹介。名前を覚えてもらうため、言葉遊びで自己紹介をしました。お陰で伊奈と言う名前
を早く覚えて頂いたように思います。今回、フライングディスク競技の選手の中に私が初任者として勤
務した職場でお世話になった方がいらっしゃって、とても懐かしい思いと大会に一緒に参加する喜びが
今まで以上に感じられました。
　第 1回目の練習会では、監督が不在ということでとても緊張した私でした。選手との距離をなくすた
め機会あるごとに声をかけてコミュニケーションを図ろうとしている緊張した私に一人の選手が近づい
てきました。北山さんです。突然「いなりずしさん」と声を掛けてきました。私が「いなりずしさん」
と声を掛けられた様子を見て、周りにいる選手から笑い声が出、互いに緊張感が解け、リラックスした
雰囲気で練習に取り組むことができ、短い練習時間でしたが充実した練習ができたように思います。ま
た感心したことが一つあります。それは、練習会準備や片付けで、率先して手伝ってくださる選手がい
たということです。その選手は、私のことを「いなりずしさん」と言ってきた北山選手でした。とても感
謝です。毎年印象に残る選手はいますが、早くもそのような選手に出会えるとは思ってもいませんでした。
　10月22日和歌山に向けて出発。皆どんな思いで出発したのでしょう。私はとにかく大会期間中、
健康第一で過ごせることを祈りました。そして、選手が力を十分発揮できる環境を提供することだと考
えていました。そのためには監督さんを中心に現地のボランティアさんと協力し、チーム愛知で頑張ろ
うと臨みました。
　24日、競技１日目。午前中開会式。移動時間が長いため、競技前の練習ができなかったのが悔や
まれました。しかし選手は一生懸命競技に取り組みました。大したものです。メダルを獲得した選手は
言うまでもなく、もらえなくても「競技ができてよかった。緊張した。」とコメントを残す選手など、皆や
りきったという表情の選手達でした。3日間に渡って繰り広げられた大会もあっという間に終わりました。
　宿に着いた直後、職場のことを気にしていた選手が、「あーあ、明日もう帰らなきゃいけないのか…」
と。「伊奈さんもその気持ちはよく分かるよ」と会話を交わしにっこり。寝食を共に過ごした6日間。選
手の皆さんどうでしたか。今振り返ると本当にあっという間でした。車椅子で参加した泰輔さん。監督さ
んと伊奈さんと一緒に露天風呂に入りましたね。気持ちよかったよね。「伊奈さん。洒落を言ってください」

と言ってきた北浜さん。中日の山本選手に似た住田さん。皆さんとお
会いすることができて本当に良かったです。今回皆さんが、6日間元
気に常に笑顔で過ごすことができとても嬉しく思っています。疲れてい
ても笑顔を絶やさなかった皆さんのお陰で私も頑張ることができまし
た。最後に、現地のボランティアスタッフさん、フライングディスク監
督をはじめとするコーチの皆さんに感謝の思いで一杯です。皆さん本
当に有難うございました。そしてご苦労様でした。

第 15回全国障害者
スポーツ大会が開催されました！

第 15回全国障害者
スポーツ大会に参加して

宇佐美　剛一フライングディスク選手

フライングディスク
チーフコーチ
伊奈　佳輝

第 15回全国障害者
スポーツ大会に参加して

宇佐美選手（左）と伊奈チーフコーチ

ボランティアスタッフの皆さんと宇佐美選手
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第 15回 全国障害者スポーツ大会 写真ギャラリー

開会式・
閉会式

陸上競技 卓球

水泳

その他フライング
デイスク

団体競技

ボウリング

第 15回 全国障害者スポーツ大会 写真ギャラリー

開会式 選手・監督フライングディスク選手名古屋駅での出発式

閉会式

コンディショニング 卓球試合卓球試合風景

陸上選手 バスケットボール選手

スタート 車椅子バスケットボール

フライングディスク選手 ふれあい広場

選手団整列 水泳選手

コーチ

コーチとともに

選手 車椅子バスケットボール

愛知県選手団入場行進 水泳競技

コーチと笑顔 卓球選手

緊張のスタート前 ボウリング選手・役員

スクラム グランドソフトボール試合

トラック競技 バレーボール

フライングディスク選手 大会弁当

卓球会場にて

監督　コーチ

リレー選手たち グランドソフトボール選手

立ち幅跳び バレーボール

フライングディスク選手 応援フラッグ
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野外交流会が
開催されました

野外交流会 写真ギャラリー
障害者スポーツ指導員
研修交流会

　11月 7日（土）～ 8日（日）、新城市鳳来地域間交流施設において、
毎年恒例の「野外交流会」を開催、会員 21名と会員の子 2名計 23名が参加しました。
　交流会場となった施設は、旧七郷一色小学校を地域の交流施設として開放しているもので、地域
の皆さんが大切に使っていらっしゃる様子が施設の随所にうかがえます。
　開校式の後、部屋の掃除・布団運び・火おこし・玉入れ・卓球・沢蟹さがし　など、誰に言われ
なくても得意分野に力を発揮、楽しい交流会が始まったのでした。

　12月 19日（土）、名古屋市名東スポーツセンターにおいて、
平成 27年度障害者スポーツ指導員養成研修修了者と指導者協
議会会員の交流会を開催しました。終始和やかな雰囲気の中、
ベテラン、新人それぞれの立場から障害者スポーツへの思いが
語られました。新たに障害者スポーツ指導員の資格を取得され
た方々の活躍を大いに期待しています。

体育館

玄関

浴室 ミーティングルーム

事務室和室医務室

ファイヤー

食堂調理室

↑
2階へ

アユの塩焼・鶏ちゃん

おでん・たこやき

ベンチ
満天の星空の下、ファイヤーを囲んで
盃を傾け、夜更けまで話が弾みます。

1階と2階の和室は宿泊室になります。
体育館のど真ん中で寝る人も…

新城市鳳来地域間交流施設
会場見取り図

開校式

仕込み

参加者集合

たこやき

食材準備

玉入れ

玉入れ

ファイヤー準備

あゆ

ファイヤー準備

ファイヤーと顧問

あゆ

ファイヤー準備

閉校式
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  みなさん、こんにちは。私はただ今ご紹介いただきました静岡県障害者ス
ポーツ指導者協議会の大胡田です。よろしくお願いいたします。これからも
障害者の方というよりもむしろ自分のためというのですかね、自分のため家
族のためにということで障害者スポーツの普及発展にご尽力をいただけれ
ばうれしいなと思っております。来年は障害者スポーツ指導者全国研修会
が中部東海ブロックに来ます。それで私どもの静岡県で開催させていただ
きたいと思います。来年12月３日と４日の２日間です。ぜひとも、多くの
方に足を運んでほしいと思っています。

　みなさん、こんにちは。今日の内容は東京都の障がい者スポーツの
現状と、全国障害者スポーツ大会の動向をお話ししたいと思います。
●国の障害者スポーツの動向・スポーツ基本法
　平成23年に「スポーツ基本法」が制定されました。主な骨子はス
ポーツ権です。私たち一般だけでなく障害がある人もない人もスポー
ツ権がありますと明記され、初めて障害者スポーツの推進が明記され
ました。
　スポーツ基本計画の中で具体的な内容が「子どものスポーツ機会の充実」「ライフステージに応じたスポーツ
活動の推進」とあります。どの項でも「障害の種類や程度」「障害者のニーズを把握し」など、必ず障害のある
人への配慮が謳われています。次に「国際競技力の向上」です。
　こういった流れを受け、今まで障害者スポーツはほとんど厚生労働省が所管してましたが、平成26年 に文
部科学省に移管され、平成27年に改めて文部科学省の外局として「スポーツ庁」が設置されました。
●東京都の障害者スポーツ推進の取り組み
　①スポーツ行政の一元化　東京都は平成22年まで４つの部署がそれぞれスポーツに関する担当をしていま
したが、それを一元化しました。
　②東京都障害者スポーツ振興計画　東京は一般のスポーツ計画より１年早く、平成24年３月に制定されま
した。これは画期的なことでした。同計画の基本理念は「障害のある人もない人も、だれもがスポーツに親しむ『ス
ポーツ都市東京』を目指して」ということです。
●東京都障害者スポーツ振興計画「３つの目標」
　東京都障害者スポーツ振興計画には、障害のある人がライフスタイルやライフステージに応じた身近な地域
でスポーツが楽しめる社会を実現するための、３つの目標があります。１つ目は障害者スポーツの情報発信と
普及啓発を進め、障害のある人とない人との相互理解と交流を進めること。２つ目は障害者スポーツを支える

中部・東海ブロック障害者スポーツ指導者協議会

平成27年度ブロック研修会及び地域特別研修会
～平成27年11月28日（土）、KKRホテル名古屋にて開催～

人材育成を進め、地域ごとに障害者スポーツを楽しめる環境づくりを広げること。３つ目は障害者スポーツの競
技力強化を進め、障害のあるアスリートがパラリンピック等の国際舞台で活躍することです。「東京オリンピック・
パラリンピックの成功は、東京パラリンピックの成功をなくしてならない」と、桝添知事が声高らかに言っています。
●東京都障害者スポーツ振興計画「３つの視点と５つの施策」
　東京都障害者スポーツ振興計画には３つの総合的な視点と５つの施策があります。それは①「スポーツ活
動への円滑な導入」、②「スポーツを継続できる環境整備」、③「取り組み体制の強化」です。この３つの視点
を通して、もっとも重要な施策として場所の開拓などの環境の整備、人材の育成と確保に取り組んでいます。
●身近な地域でスポーツを楽しめる場の開拓、整備
　東京ではいま、地域の開拓推進事業ということで、我々が市区町村や行政、関係団体などを訪問し、障害の
ある人の事業について、企画立案のお手伝いなどをしています。
●身近な地域での活動を支える人材の育成・確保
　場づくり、人づくり、人材の育成・確保のための、東京都の施策として「障害者スポーツセミナー」と「障が
い者スポーツ指導員養成講習会」があります。資格取得の講習会は中級の講習会を独自に開催しています。
初級の講習会も障害者スポーツセンターの他に、東京都障害者スポーツ協会と東京都と東京都スポーツ推進
協会というスポーツ推進委員の団体の３団体共催で開催しています。
　こうした東京の取り組みが波及して、例えばスポーツ庁の取り組みもいろいろな事業を展開し始めました。

●全国障害者スポーツ大会について
　全国障害者スポーツ大会の目的は、競技等を通じてスポーツの楽しさを
体験するとともに、国民の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の
促進に寄与することです。スポーツの生活化、社会参加の促進、障害者ス
ポーツの理解と促進が主たる目的です。今後の課題として、精神障害者の
個人競技種目の導入、重度高齢障害者の方の競技種目の導入、内部障害
者の方の競技種目の導入です。最大の課題は、本大会の参加人数枠です。
これは競技運営だけではなく、宿泊や輸送などが手一杯となっています。

講演１「全国障害者スポーツ大会の今後及び
　　　東京都障がい者スポーツの現状」

開会あいさつ

講演２「パワーアップ研修における指導員の活動
地域における障害者スポーツレクリエーションイベントの企画と実践」

東京都障害者スポーツ協会 障がい者スポーツ指導者協議会指導部会部会長 高山浩久氏

中部・東海ブロック障害者スポーツ指導者協議会代表　大胡田茂夫氏

愛知県障害者スポーツ指導者協議会スポレク大作戦実行委員
川口さん、吉田さん、神谷さん

第一章【イベントの全体像】　第二章【イベント企画・運営の手順】
第三章【地域でイベントが根付いた理由】　第四章【工夫の紹介】
　私たちは、スポレクがより楽しい、より地域に根付いたイベントとして
発展していくことをイメージし、刈谷市社会福祉協議会とのコラボレーショ
ン企画を手がけました。具体的には、これまでのスポレク大作戦のカラー
はそのままに、地元の中学生や高校生のボランティア体験として、スタッ
フの参加を促進するものです。

　この取り組みは、愛知県障害者スポーツ指導者協議会から刈谷市
社会福祉協議会に、スポレク大作戦に実務レベルでの参画を依頼し
たことから始まります。結果的に、刈谷市社会福祉協議会さんの活動
の中の「刈谷市社会福祉教育指定校研修会」とつなぎ合わせてコラ
ボレーションできました。このような取り組みが刈谷市だけではなく、
中部東海地区のさまざまな地域で芽生え、指導員と参加者、地域住
民のみなさんの笑顔に広がっていってくれたら、とても楽しく、とても温
かいことだと私たちは考えています。

（報告者）井上　康司
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平成27年度の活動（1） 平成27年度の活動（2）

実施日 事業名 会　場 人数
平成27年5月16日（土） 総　　会 愛知県社会福祉会館 31
平成27年4月12日（日） 役員会・委員会 愛知県社会福祉会館 23
平成27年5月16日（土） 　    〃　　 愛知県社会福祉会館 21
平成27年7月4日（土） 　    〃　　 愛知県社会福祉会館 15
平成27年9月26日（土） 　    〃　　 愛知県社会福祉会館 20
平成28年1月16日（土） 　    〃　　 愛知県社会福祉会館 17
平成28年3月12日（土） 　    〃　　 愛知県社会福祉会館 15
平成28年3月31日（木） 機関紙の発行 年報「かける」第16号 （800部）

実施日 事業名 会　場 人数
平成27年7月4日(土) 第1回説明会 愛知県女性総合センター 25
平成27年7月11日(土) 第1回合同練習(陸上・フライングディスク) 半田市運動公園 25
平成27年7月18日(土) 　　〃　       (水泳・卓球) 名古屋市障害者スポーツセンター 25
平成27年7月18日(土) 　　〃　　　　 (ボウリング) 星ヶ丘ボウル 25
平成27年8月22日(土) 第2回合同練習(水泳・卓球) 名古屋市障害者スポーツセンター 25
平成27年8月22日(土) 　　〃　　　　 (ボウリング) 星ヶ丘ボウル 25

平成27年8月30日(日) 　　〃　　(陸上・フライングディスク) 刈谷市総合運動公園
　ウェーブスタジアム刈谷 25

平成27年10月12日(土) 第2回説明会 愛知県女性総合センター 25
平成27年10月12日(土) 結団式 愛知県女性総合センター 25
平成27年10月22日(木)～10
月27日（火） 大会派遣 和歌山県 25

実施日 事業名 会　場 人数

平成27年4月18日（土） 平成27年度愛知県障害者スポーツ大会
　・選考会（ボウリング） 星ヶ丘ボウル 26

平成27年4月25日（土） 第15回全国障害者スポーツ大会選考会
　（陸上・フライングディスク） 豊田市運動公園陸上競技場 57

平成27年5月9日（土） 平成27年度愛知県障害者スポーツ大会
　・選考会（水泳・卓球）

安城市体育館・安城市スポーツセン
ター 50

平成27年5月17日（日） 平成27年度愛知県障害者スポーツ大会
　・選考会（サウンドテーブルテニス） 岡崎市福祉の村体育館 12

平成27年5月23日（土）
　～24（日）

平成27年度愛知県障害者スポーツ大会
　（陸上・フライングディスク） 豊田市運動公園陸上競技場 65

平成27年7月19日（日） 第47回愛知県視覚障害者卓球大会 名古屋市障害者スポーツセンター 17
平成27年7月25日（土）
　～26日（日） 愛知県車いすテニス大会 IN 名古屋 名古屋市東山公園テニスセンター 4

平成27年11月22日（日） 障害者スポーツの体験・ふれあい交流2015
　（陸上） 中京大学　豊田キャンパス 15

平成27年12月13日（日）
障害者スポーツの体験・ふれあい交流2015
　（ボッチャ競技）
　（技術研修会・スポーツ教室）

愛知県体育館 24

平成27年12月19日（土） 第16回愛知県ボッチャ競技大会 名東スポーツセンター 21

平成27年12月23日（祝･水） 障害者スポーツの体験・ふれあい交流2015　（車いすダンス） 県立豊橋特別支援学校 4

平成28年1月10日（日） 障害者スポーツの体験・ふれあい交流2015
　（車椅子バスケットボール） 県立港特別支援学校 13

平成28年2月14日（日） 障害者スポーツの体験・ふれあい交流2015
　（フライングディスク） 県立いなざわ特別支援学校 12

実施日 事業名 会　場 人数
平成27年4月25日（土） スポーツ講習会 豊田市運動公園陸上競技場 49
平成27年5月16日（土） 研修会（意見交換会） 愛知県社会福祉会館 31
平成27年7月4日（土）～
　平成28年1月16日（土）
役員会と同日開催

パワーアップ研修 愛知県社会福祉会館 5名
×5回

平成27年9月19日（土） スポレクデリバリー in 東海 東海市 6
平成27年10月25日（日） スポレクデリバリー in はるひ はるひ台特別支援学校 4
平成27年11月7日（土）、
　8日（日） 平成27年度野外交流会 新城市鳳来地域間交流施設 16

平成27年11月28日（土） 中部・東海ブロック
　障害者スポーツ指導員特別研修会 KKRホテル名古屋 41

平成28年2月28日（日） フォローアップ研修企画大会
　（スポレク大作戦） 刈谷市心身障害者福祉会館 12

実施日 事業名 会　場 人数
平成27年5月9日（土）
　～6月20日（土）
　土曜日（7日間）

平成27年度障害者ふれあいスポーツ教室
（卓球コース）
（愛知勤労身体障害者体育館主催）

愛知勤労身体障害者体育館 33

平成27年5月17日（日） 
　～7月5日（日）
　日曜日（5日間）

平成27年度障害者ふれあいスポーツ教室
（車いすテニスコース）
（愛知勤労身体障害者体育館主催）

愛知勤労身体障害者体育館 34

平成27年9月13日（日）  第36回身体障害者卓球大会
（愛知勤労身体障害者体育館主催） 愛知勤労身体障害者体育館 5

平成27年11月8日（日）  平成27年度館長杯車いすテニス大会
（愛知勤労身体障害者体育館主催）

木曽川祖父江緑地内テニスコート
場 3

総会・役員会・委員会関係 福祉生きがいセンター障害者福祉・スポーツ部への協力・参加

第15回全国障害者スポーツ大会関係

研 修 会

身障体育館関係
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平成27年度の活動（3）

ASLAD
愛知県障害者スポーツ指導者協議会実施日 事業名 会　場 人数

平成27年5月3日（日）
　～4日（月・祝）

第42回中日本グランドソフトボール愛知大会
（中日本グランドソフトボール連盟主催） 愛知県一宮総合運動場 21

平成27年5月24日（日）
第45回東海地区グランドソフトボール大会兼
第15回全国障害者スポーツ大会東海地区予選
（愛知県盲人福祉連合会主催）

愛知県一宮総合運動場 7

平成27年6月6日（土） 岩倉スポーツフェスティバル
　（岩倉市社会福祉協議会主催） 岩倉市総合体育文化センター 7

平成27年6月6日（土） 障がい者スポーツ交流会
　（弥富市社会福祉協議会主催） 弥富市総合福祉センター 3

平成27年6月14日（日） 第22回中部障がい者水泳選手権大会
　（中部障がい者水泳連盟主催） 口論義運動公園 16

平成27年7月11日（土）、
　19日（日）

平成27年度愛知県身体障害者ハイキング
大会（第1回、第2回）　（愛知県身体障害者
福祉団体連合会主催）

静岡県掛川花鳥園 3

平成27年9月6日（日） 岐阜県選手団との卓球交流会
　（岐阜県選手団と卓球を楽しむ会主催） 刈谷市心身障害者福祉会館 13

平成27年9月21日（月・祝）
～22日（火・休）

第16回全日本グランドソフトボール選手権大会
　（中日本グランドソフトボール連盟主催）愛知県一宮総合運動場 18

平成27年10月4日（日） 愛知県コロニー祭（愛知県コロニー主催） 愛知県コロニー 7

平成27年10月11日（日） 第43回中日本グランドソフトボール愛知大会
　（中日本グランドソフトボール連盟主催）愛知県一宮総合運動場 5

平成27年10月17日（土）～
18日（日）

第27回みんなと一緒に福祉とボランティア活動展
　（一宮市社会福祉協議会主催） 一宮スポーツ文化センター 20

平成27年10月25日（日） 第14回あいちボッチャ競技大会
　（あいちボッチャ協会主催） 名古屋市障害者スポーツセンター 3

平成27年11月7日（土）、
　8日（日）

第12回障がい者ふれあい交流軽スポーツ
フェスティバル（㈳豊田市身障協会主催） サン・アビリティーズ豊田 12

平成27年11月15日（日） 第14回あいち障害者フライングディスク競技大会
　（あいち障害者フライングディスク協会主催） 愛知県体育館 8

平成27年11月22日（日） 第20回アスカム杯ブラインドテニス大会
　（日本ブラインドテニス連盟 中部地域協会主催） 愛知製鋼アスカム体育館 3

平成28年2月14日（日）  岐阜県選手団との卓球交流会
　（岐阜県選手団と卓球を楽しむ会主催） 刈谷市心身障害者福祉会館 6

平成28年2月21日（日）  第21回中部障がい者水泳記録会
　（中部障がい者水泳連盟主催） 名古屋市障害者スポーツセンター 5

平成28年2月28日（日）
スポーツを知る！聞く!見る!体験する！応
援する！交流を深める！
　（あまスポーツクラブ主催）

あま市七宝総合体育館 20

平成28年3月13日（日）
第22回全日本選抜フロアーバレーボール
愛知大会 ANGEL CUP 2016（日本ブライン
ドテニス連盟中部地域協会主催）

愛知県体育館 1

平成28年3月13日（日） 名古屋ウィメンズホイールチェアマラソン
2016　（愛知県・中日新聞社主催） ナゴヤドーム 18

平成28年3月21日（月・祝） 第14回日本ブラインドテニス中部日本大会
（日本ブラインドテニス連盟中部地域協会主催）

名古屋市障害者スポーツセンター・
名東スポーツセンター 9

障害者スポーツ団体等への協力
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競技委員会

Aichi Sports Leader Association for the Disabled

委員長　吉田　正人

委員会報告①

１　活動報告
　（１） 第１回委員会（平成 27年４月 12日）
　選考会及び県障害者スポーツ大会プログラム・役員編成の確認
　スポーツ講習会検討
　（２） 第２回委員会（平成 27年５月 16日）
　総会において委員会報告
　（３） 第３回委員会（平成 27年７月４日）
　選考会、講習会及び県障害者スポーツ大会について
　（４） 第４回委員会（平成 27年９月 26日）
　今年度の県大会等の振り返りについて
　（５） 第５回委員会（平成 28年１月 16日）
　全国障害者スポーツ大会の振り返りについて
　（６） 第６回委員会（平成 28年３月 12日）
　次年度の日程及び講習会の内容検討について

２　一年を振り返って
　競技委員会では、県大会等の開催にあたって、ルールの確認、プログラム編成、役員編成等を大
会の円滑な実施に向けて調整を行っています。
また、指導員向けてスポーツ講習会や技術等を高めるための研修会等の企画を行っています。
　各競技種目の県大会役員をしていただく指導員は、それぞれに経験や技量に違いはありますが、
初めて参加する方でも参加しやすいよう企画立案するよう配慮していますので、多くの指導員の積
極的な参加を期待しています。
　県大会の一部競技種目において出場選手の減少傾向が見受けられます。こうした問題点や課題に
ついても大会を盛り上げるため体験コーナーを設けるなどの知恵を絞っています。皆さんの声も聞
かせていただくとともに、指導員としての活動に一層のご協力をお願いします。

競技委員会
　吉田　正人　　上原子昭三　　国本　　林　　島　　智一　　小野　　隆　　岩田　　昇
　壁谷田恵子　　野呂　孝子　　伊東　弘恵　　能津　闡子　　村上　孝子

研究委員会

Aichi Sports Leader Association for the Disabled

委員長　谷口　政博

委員会報告②

平成 27年度研究委員会は、6回の定例会を開催し、下記の活動、事業支援を行いました。

１　地域スポレク事業
　今年度も刈谷市において、周辺地域の障害者と指導員が一緒
になってゲーム感覚のレクレーションで一日楽しく過ごす「す
ぽ・レク大作戦」が開催されました。
　平成 22年度から始まったこの事業も今年度で 6回目を迎え
ました。参加者の中には、第 1回目から参加し、毎年このイ
ベントを楽しみにしている方も多数見えました。今年度この事
業の特筆すべき点は、ボランティアが昨年までの大学生に加え、
社会福祉協議会の呼びかけに応じて、地元の中高生 10名余り参加したことです。福祉実践教室として
の参加だと思われますが、その活動ぶりは私たちスポーツ指導員に劣らず、イベントの始まりから終わ
りまで参加者に寄り添いながら終始積極的にコミュニケーションをとっていたのが印象的でした。
　また、実行委員の呼びかけで刈谷市社会福祉協議会の職員さんも 3名ほど参加しておられました。
このイベントは年 1回の開催ですが、参加者からは回数をもっと増やしてほしいという声も上がって
います。イベント企画の負担や予算などを考えると、やはり社会福祉協議会が運営主体になる必要があ
ると思います。今後の検討課題ですが、現状を見ていると決して難しいことではないように思われます。
さらなる発展を期待するものです。

２　スポ・レクデリバリー事業
　平成 24年度から開始した「スポ・レクデリバリー」事業は、昨年度同様、はるひ台特別支援学校同窓会、
東海市さつき福祉会の秋まつりに参加し、それぞれ楽しいレクレーションをデリバリーしました。
さつき福祉会秋まつりでは今年度も１０００名を超える来場者がありました。2年目ともあって、さつ
き福祉会のスタッフとも和気あいあいの雰囲気の中で協力してイベントを進めることができました。指
導員の会場での臨機応変の活動には関心をされました。
　はるひ台特別支援学校でも3年連続の開催となり、学校の先生と指導員が協力して、卒業生のレクレー
ションを楽しく指導しました

３　新規初級指導員資格取得者に対する協議会への加入促進について
　例年生きがいセンターが行う初級指導員養成研修会の講義の中で、委員会で作成した「指導員活動紹
介の DVD」を使用し、資格取得後に協議会に参加し、積極的に活動をしていただけるよう呼びかけを
行いました。この DVDは時間的な都合でまだ改善を要する点がありますが、今後手直しを行い、養成
研修会だけでなく、大学など養成機関に送るなどして、積極的に協議会の PRを行い、協議会への加入
促進をしていきたいと思います。
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広報委員会

Aichi Sports Leader Association for the Disabled

委員長　三品　保典

委員会報告③

１　活動報告
　（１）第１回委員会（平成 27年４月 12日）
　　○年報「かける」16号の内容検討について
　　○野外交流会の内容検討について
　　○ホームベージ等について
　（２） 第２回委員会（平成 27年５月 16日）
　　○総会において委員会報告
　（３） 第３回委員会（平成 27年７月４日）
　　○年報「かける」16号の内容検討について
　　○野外交流会の内容検討について
　　○ホームベージ等について
　（４） 第４回委員会（平成 27年９月 26日）
　　○年報「かける」16号の内容検討について
　　○野外交流会の内容検討について
　　○ホームベージ等について
　（５） 交流会（平成 27年 11月７日、８日）
　　平成 27年度野外交流会「鳳来地域間交流施設（旧七郷一色小学校）」
　（６） 第５回委員会（平成 28年１月 16日）
　　○年報「かける」16号の内容検討について
　　○来年度の交流会等の内容検討について
　（７） 第６回委員会（平成 28年３月 12日）
　　○年報「かける」16号の内容検討について
　　○来年度の交流会等の内容検討について

２　来年度に向けて
　年報「かける」17号並びに野外交流会の更なる充実を図っていきたい。
　また、野外交流会以外の交流の機会も考えて行きたい。

広報委員会
　三品　保典　　牧野　順子　　高須　悠乃　　西尾　浩志　　笠井ヒロ子　
　佐藤　元夫　　佐藤　廣光　　山岡　　亨　　井上　康司　　瀬田　妙子
　米津　毅夫　　吉田　知加　　伊藤　守弘

Aichi Sports Leader Association for the Disabled

＊は委員会の構成員を兼ねる

平成 28年 3月 31日現在

顧　　問 森長　研治
会　　長 古田　　学
副  会  長 吉田　正人＊ 谷口　政博＊

常任理事 岩月冨士雄
上原子昭三＊

髙須　悠乃＊
牧野　順子＊
佐藤　元夫＊

三品　保典＊
国本　　林＊
島　　智一＊
野口真裕美＊

理　　事 西尾　浩志＊

笠井ヒロ子＊
小野　　隆＊
黒田　和美＊
佐藤　廣光＊
岩田　　昇＊

監　　事 鈴木　英仁 榊原　由起

競技委員会
委  員  長 吉田　正人
副委員長 上原子昭三

委　　員

国本　　林
岩田　　昇
小野　　隆
伊東　弘恵
能津　闡子

島　　智一
壁谷　田惠子
野呂　孝子
村上　孝子

研究委員会
委  員  長 谷口　政博
副委員長 野口真裕美

委　　員
丹羽　丈司
黒田　和美
松井　ゆかり

高木　里美
長洞　幸恵
筏津　嘉子
栗林　三奈子
横井　真実

広報委員会
委  員  長 三品　保典
副委員長 牧野　順子

委　　員

髙須　悠乃
西尾　浩志
井上　康司
米津　毅夫
佐藤　元夫

伊藤　守弘
笠井　ヒロ子
佐藤　廣光
山岡　　亨
頼田　妙子
吉田　知加

事　務　局
福祉生きがいセンター
障害者福祉・スポーツ部

大竹

平成27年度
愛知県障害者スポーツ指導者協議会　構成

会員数

名

356
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第１章　名称と事務局
第１条　本会は、愛知県障害者スポーツ指導者協議会と称する。
第２条　本会の事務局は、社会福祉法人愛知県社会福祉協議会福祉生きがいセンター内に置く。
　　　　所在地　この団体を次の所在地に置く　名古屋市東区白壁一丁目50番地　愛知県社会福祉会館内
第２章　目的と事業
第３条　本会は、愛知県内で、障害者スポーツおよび、レクリェーション活動を通じて、障害者福祉の
　　　　発展に寄与することを目的とする。
第４条　本会は、次の事業を行う。
　　　　（１）愛知県および、各市町村の事業に対する協力
　　　　（２）愛知県内の障害者スポーツおよび、レクリェーション団体に対する協力
　　　　（３）名古屋市を含む、全国各都道府県・政令指定都市で活躍する同種団体との相互協力
　　　　（４）会員の研修と親睦
　　　　（５）その他、必要と認められる事業
第３章　会　員
第５条　本会の会員は、次のとおりとする。
　　　　（１）愛知県内に在住・在勤および在学する公益財団法人日本障がい者スポーツ協会公認障害者ス　　　
　　　　ポーツ指導員
　　　　（２）愛知県内に在住・在勤および在学する者で、現に障害者のスポーツおよび、レクリェーショ
　　　　　　ン指導に従事している者
　　　　（３）その他、適当と認められる者
第６条　会員の登録は、４月１日から翌年３月３１日までとし、登録申請書により年会費1,000円を添え
　　　　毎年３月３１日までに登録することとする。
第４章　役　員
第７条 本会には、次の役員を置く
　　　　（１）会　長　　１名
　　　　（２）副会長　　３名
　　　　（３）常任理事　若干名
　　　　（４）理　事　　若干名
　　　　（５）委　員　　若干名
　　　　（６）監　事　　２名
第８条　本会の役員は、会員の中から推薦し、総会で推挙する。
第９条　本会の役員の任期は、２年とする。但し、再選は妨げない。
第10条　本会に顧問を置くことができる。
第５章　会　議
第11条 　総会は、年１回定例で開催し、会長が召集する。
第12条 　役員会は、必要に応じて、会長が召集する。
第６章　会　計
第13条　本会の会計は、会費・寄付金および、その他の収入をもって充てる。
附　則
　この規約は、平成2年4月28日より施行する。
附　則
　この規約は、平成4年5月23日より施行する。
附　則
　この規約は、平成5年4月10日より施行する。
附　則
　この規約は、平成6年4月23日より施行する。
附　則
　この規約は、平成9年4月19日より施行する。
附　則
　この規約は、平成11年6月20日より施行する。
附　則
　この規約は、平成12年4月22日より施行する。
附　則
　この規約は、平成22年5月29日より施行する。
附　則
　この規約は、平成24年5月26日より施行する。
附　則
　この規約は、平成26年5月18日より施行する。

愛知県障害者スポーツ指導者協議会　規約

最近のテレビ番組は鉄道旅シリーズが多くなったと感じます。
娘の鉄子さんのおかげで私もよく見るようになり、こんな景色を車窓から見てみたい。そ
んな思いが強くなりつつあります。
さしあたり、江ノ電に乗ることが今の願いです。
そのあかつきには協議会のブログにも報告します！　　（笠井ヒロ子）

スポーツ観戦が大好きな私です。ついでにスポーツ写真もたくさん撮ります。その中でも
オリンピックと野球そしてラグビーが大好物です。オリンピックはアテネ、北京、ロンド
ンを現地で観戦しました。
今年のリオは４泊８日 ( 機中２泊 ) の日程と治安の悪さで？です。また月２回、知的障が
い者のみなさまと一緒にバドミントンやボッチャなどを楽しんでいます。　（井上康司）

今年こそ、あなたも一泊研修に参加しましょう！　（佐藤廣光）

今号の特集では、それぞれの活動～指導員の横顔～をテーマに、指導者協議会メンバーに
日頃の活動や思いを語っていただきました。
快くご協力くださいました方々に感謝申し上げます。次号も、指導員の皆さんの地域や職
域での活動を紹介するページを用意したいと考えています。あなたの活動、あなたの周り
の人の活動など、是非ご紹介ください。投稿お待ちしております。　（牧野順子）

原稿入れ、校了間際は、いつもバタバタ。
余裕を持ってやりたいとは思うのですが……。（西尾浩志）

広報委員のつぶやき


